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１．概要 

ＦＲ８３０は、ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳオンボードフラッシュマイコンプログラマ用のコントロール

モジュールです。 

ＦＲ８３０は、ルネサスエレクトロニクス社製：ＲＨ８５０／Ｆ１Ｌシリーズを対象とする、これ

と同一のアルゴリズム・プロトコルで書き込み可能なフラッシュメモリ内蔵マイコンを対象とします。 

書き込み制御情報を内蔵したコンパクトフラッシュカードで構成されます。 

弊社では、標準プローブケーブルとして、ＡＺ４１０、ＡＺ４１１、ＡＺ４１２、ＡＺ４１３の４

タイプをご用意しております。 

その他のプローブケーブルについては、弊社又は代理店にお問い合わせください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜ ご注意 ＞ 

 コントロールモジュールでは、当該代表マイコンと同一のアルゴリズム・プロトコルをもつ、他の

マイコンの書き込みが可能です。 

 必ずお客様がお使いになられるフラッシュメモリ内蔵マイコン用のマイコンパックと組み合わせ

てご使用ください。 

 書き込み方式の異なるマイコンに対するご利用は、ターゲットマイコン及びそれを含むユーザシス

テムを破壊する恐れがあります。 
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２．仕様 

 

２－１．対象マイコンと仕様 

特に記載なき項目は、ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳ標準に準じます。 

 

型名 ＦＲ８３０ 

ターゲットマイコン ＦＲ８３０Ｍｘｘマイコンパックで規定 

Ｃｏｄｅ Ｆｌａｓｈ容量 同上  ※１ 

Ｕｓｅｒ Ｂｏｏｔ Ａｒｅａ容量 同上  ※１ 

Ｄａｔａ Ｆｌａｓｈ容量 同上  ※１ 

Ｃｏｄｅ Ｆｌａｓｈアドレス 同上  ※１ 

Ｕｓｅｒ Ｂｏｏｔ Ａｒｅａアドレス 同上  ※１ 

Ｄａｔａ Ｆｌａｓｈアドレス 同上  ※１ 

オブジェクトファイル 

フォーマット 

インテルＨＥＸ 

モトローラＳ 

バイナリ 

デフォルト モトローラＳ 

ターゲットインタフェイス 

ＵＡＲＴ（非同期通信）インタフェイス（１線／２線） 

２４００／４８００／９６００／１９２００／３１２５０／ 

３８４００／６２５００／７６８００／１０４００／ 

１１５２００／１２５０００／１５３６００／２３０４００／ 

２５００００／３０７２００／４６０８００／５０００００／ 

６１４４００／１００００００／２００００００ｂｐｓ 

□ ＭＳＢファースト ■ ＬＳＢファースト 

 

ＣＳＩ（同期通信）インタフェイス 

６２．５Ｋ／１２５Ｋ／２５０Ｋ／５００Ｋ／ ８５０Ｋ／ 

１．２５Ｍ／２．５Ｍ／３．３Ｍ／５Ｍｂｐｓ 

■ ＭＳＢファースト □ ＬＳＢファースト 

デフォルト ＣＳＩ ５Ｍｂｐｓ 

ベリファイモード ■ＦＵＬＬベリファイ  ■ＳＵＭベリファイ 

デフォルト ＳＵＭベリファイ 

書き込み時のターゲット 

マイコン動作周波数 
ＦＲ８３０Ｍｘｘマイコンパックで規定 

書き込み時のターゲット 

インタフェイス電圧 
同上 

 

対象マイコンの詳細は各種マイコンパックのインストラクションマニュアルをご参照ください 
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※１：本定義体の対象とするマイコンでは、Code Flash と User Boot Area、Data Flash 等の複数

のメモリ領域を持つものが存在します。 

各メモリのアドレス空間をそのまま利用しライタのバッファメモリを構築するとバッファメ

モリが大きくなってしまうため、ライタ上では仮想のアドレスに変換して各メモリのデータ

を保持します。 

マイコンへの書き込み時は、再度アドレスを変換して元のアドレスに戻して書き込みます。 

下記にアドレス変換の例を示します。 

 

Address Object File  Address 

NET IMPRESS 

Buffer Memory  Address 

Target 

Memory 

#00000000 

 

 

 

#001FFFFF 

Code Flash  #00000000

#001FFFFF

Code Flash  #00000000 

 

 

 

#001FFFFF 

Code Flash 

   #00200000

#00207FFF

User Boot  

Area 

 

   

#01000000 

 

#01007FFF 

User Boot 

Area 

 

 #00208000

#0020FFFF

Data Flash  #01000000 

 

#01007FFF 

User Boot 

Area 

    

 

 

   

#FF200000 

 

#FF207FFF 

Data Flash     #FF200000 

 

#FF207FFF 

Data Flash 

 

ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳのバッファメモリの見え方は以下表のようになります。 

 

メモリ名称 本来の先頭アドレス（例） 
ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳの 

バッファメモリ先頭アドレス（例）

Ｃｏｄｅ Ｆｌａｓｈ ＃００００００００ ＃００００００００ 

Ｕｓｅｒ Ｂｏｏｔ 

Ａｒｅａ 
＃０１００００００ ＃００２０００００ 

Ｄａｔａ Ｆｌａｓｈ ＃ＦＦ２０００００ ＃００２０８０００ 

 

以下の操作を行う場合、アドレスの読み替えに注意が必要です。 

・【 ＦＵＮＣ ０ 】、【 ＦＵＮＣ Ｆ５ 】、【 ＦＵＮＣ Ｄ６ 】でアドレスを指定する場合、バッ

ファメモリのアドレスに置き換えてください。 

・エディット機能で表示される（又は指定する）アドレスは、バッファメモリのアドレスに置き換え

てください。 
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２－２．機種固有のパラメータ設定 

 ＡＺ４９０（リモートコントローラ：Ｗｉｎｄｏｗｓ上で動作）を利用して次の初期設定を行いま

す。 

 リモートコントローラのご利用方法については、ＡＺ４９０：リモートコントローラのインストラ

クションマニュアルをご参照ください。 

 

２－２－１．【 Ｐａｒａｍｅｔｅｒ Ｔａｂｌｅ １ ウィンドウの設定 】 

 Ｐａｒａｍｅｔｅｒ Ｔａｂｌｅ １ 画面上で、ターゲットマイコンにあったパラメータ設定を行いま

す。 
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① ＴＶｃｃ Ｔｈｒｅｓｈｏｌｄ【 ＦＵＮＣ Ｄ３ 】 

ターゲットマイコンの動作電圧の下限値よりさらに１０％程低い値を設定してください。 

ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳは、ターゲットマイコンの動作電圧（ＴＶｃｃ）を監視しており、 

この電圧がここで設定する電圧値以上の時に、デバイスファンクションを実行します。 

ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳでのＴＶｃｃスレッショルドの設定は、ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳの 

インストラクションマニュアル【 ５－４－５ ＴＶｃｃスレッショルド設定 】をご参照ください。 

 

 

② Ｆｌａｓｈ ＲＯＭ【 Ｆｉｒｓｔ／Ｌａｓｔ Ａｄｄｒｅｓｓ 】【 ＦＵＮＣ Ｄ６ 】 

マイコンに内蔵されているフラッシュメモリ領域（Ｆｉｒｓｔ／Ｌａｓｔ Ａｄｄｒｅｓｓ）を 

設定してください。 

ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳでのキー操作(ＦＵＮＣ Ｄ６)では、Ｆｌａｓｈ ＲＯＭの設定はできずに、

表示のみとなります。 

ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳインストラクションマニュアル【 ５－４－８ フラッシュメモリ領域 

表示 】をご参照ください。 

 

 

③ ＲＯＭ Ｂｌｏｃｋ Ｃｏｎｆｉｇｕｒａｔｉｏｎ 

フラッシュメモリのブロック構成を設定します。 

 

＜ ブロック情報テーブル ＞ 

ブロック情報テーブルは、ブロックグループＮｏ．、ブロックグループのスタートアドレス、 

ブロックサイズの３情報からなります。 

ブロックグループＮｏ．： Ｇｒｏｕｐ１～Ｇｒｏｕｐ１４までの１４Ｇｒｏｕｐが指定できます。 

   連続したブロックサイズの等しい一群のブロックを一つのブロック 

グループとして、アドレスの小さい方から、小さい番号のブロック 

グループ番号を付与します。 

スタートアドレス： ブロックグループの開始アドレスです。 

   このアドレスからブロックサイズで定められた大きさのブロックが連続 

して並び、一つのブロックグループを構成します。 

ブロックサイズ： ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳは、次の（ブロック）グループアドレスまで、 

   このブロックサイズで定められたサイズのブロックが連続して配置され 

るものと解釈されます。 

また、ブロックサイズを１にするとアクセス禁止領域となります。アク

セス禁止領域はデバイスファンクション実行領域でも、書き込み・消去

等が実行されません。 
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例 ） 

ブロックグループＮｏ． スタートアドレス ブロックサイズ 

１ ＃００Ｆ８００００ ＃００００８０００ 

２ ＃００ＦＡ００００ ＃０００１００００ 

３ ＃００００００００ ＃００００００００ 

 

スタートアドレス 

 

＃Ｆ８００００ → 

 

＃Ｆ８８０００ → 

 

＃Ｆ９００００ → 

 

＃Ｆ９８０００ → 

 

＃ＦＡ００００ → 

 

 

＃ＦＢ００００ → 

 

 

＃ＦＣ００００ → 

 

 

＃ＦＤ００００ → 

 

 

＃ＦＥ００００ → 

 

 

＃ＦＦ００００ → 

 

 

＃ＦＦＦＦＦＦ → 

 

 

ブロックグループ１ 

上の例では、＃Ｆ８００００から３２Ｋ 

バイトのブロックサイズをもつフラッシュ 

メモリブロックが次のブロックグループの 

スタート（＃ＦＡ００００）まで連なる 

事を示します。 

ブロックグループ２ 

上の例では、＃ＦＡ００００から６４Ｋ 

バイトのブロックサイズをもつフラッシュ 

メモリブロックがフラッシュメモリの最終 

アドレス（＃ＦＦＦＦＦＦ）まで連なる 

事を示します。 
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④ ＭＣＵ Ｃｌｏｃｋ Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ【 ＦＵＮＣ ＤＦ 】 

ターゲットマイコンへの入力クロックを設定します。  

この値はデバイスファンクション実行時にライタ側で参照され、マイコンとの通信速度を決定しま

す。正しく設定されていない場合、マイコンとの通信が確立できなくなります。 

ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳでの周波数設定は、ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳのインストラクションマニュア

ル【 ５－４－１２ ＭＣＵ動作周波数設定 】をご参照下さい。 

 

※ターゲットマイコンの動作クロックは、この値およびＰａｒａｍｅｔｅｒ Ｔａｂｌｅ ２の設定

値によって算出されます。 

詳細は、２－２－４．逓倍、分周設定をご参照ください。 

 

 

⑤ ＭＣＵ Ｏｐｅｒａｔｉｏｎ Ｍｏｄｅ【 ＦＵＮＣ Ｄ４ 】 

プログラム終了時のセキュリティ及びオプションバイト設定の有無を設定します。 

AZ490上の値 ライタキー操作時

のLCD表示 

 

0000 St’d セキュリティ設定無、オプションバイト設定無 

0001 Opt.0 セキュリティ設定有、オプションバイト設定無 

0010 Opt.1 セキュリティ設定無、オプションバイト設定有 

0011 Opt.2 セキュリティ設定有、オプションバイト設定有 

 

   詳細は、第４章をご参照ください。 

 

 

⑥ ＷＤＴ Ｃｌｏｃｋ Ｐｅｒｉｏｄ【 ＦＵＮＣ Ｄ５ 】 

ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳは、オンボードプログラミング中に定周期のクロックパルスを出力する 

機能を持っています。この周期を利用する場合はＷＤＴ周期の設定を行います。 

定周期パルスは、３－１信号一覧表のＷＤＴ（１８ピン端子）信号から出力されます。 

ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳでのＷＤＴ設定は、ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳのインストラクションマニュ 

アル【 ５－４－７ ウォッチドックタイマ設定 】をご参照ください。 
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⑦ Ｄａｔａ Ｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎ 

ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳとターゲットマイコン間の通信設定を指定します。 

ＦＲ８３０では、ウィンドウの各項目を次のように設定してください。 

 

・ 通信路選択【 ＦＵＮＣ Ｄ１ 】 

ＵＡＲＴ（非同期通信）または、ＣＳＩ（同期通信）を選択してください。 

ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳでの通信路設定は、ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳのインストラクションマニュ 

アル【 ５－４－２ 通信路設定 】をご参照ください。 

 

・ Ｃｈａｎｎｅｌ Ｎｏ．【 ＦＵＮＣ Ｄ７ 】 

ＵＡＲＴ（非同期通信）での１線または２線モードを設定します。 

ＴＧＴ ＣＨＡＮＮＥＬ ０で２線モード 

ＴＧＴ ＣＨＡＮＮＥＬ １で１線モード 

となります。 

 

・ ＵＡＲＴ Ｂａｕｄ Ｒａｔｅ【 ＦＵＮＣ Ｄ２ 】 

ＵＡＲＴ通信時の通信速度を設定します。 

２４００／４８００／９６００／１９２００／３１２５０／３８４００／６２５００／７６８０

０／１０４００／１１５２００／１２５０００／１５３６００／２３０４００／２５００００／

３０７２００／４６０８００／５０００００／６１４４００／１００００００／２００００００

ｂｐｓより選択してください。 

ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳでのＵＡＲＴ通信速度設定は、ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳのインストラク 

ションマニュアル【 ５－４－３ ＵＡＲＴ通信速度設定 】をご参照ください。 

ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳ ｎｅｘｔ以外で１１５２００ｂｐｓ以上のボーレートをご利用になる

場合は、本マニュアルの２－２－５．【 高速ＵＡＲＴボーレートの設定 】を参照ください。 

２線式ＵＡＲＴで１００００００／２００００００ｂｐｓはＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳ ｎｅｘｔ

（ＡＦ４３０ Ｒｅｖ．Ｃ 以降（ＨＡＲＤ ＶＥＲ ４０．０４、ＨＡＲＤ２ ＶＥＲ ４０．

２６以降））以外ではご利用になれません。 

１線式ＵＡＲＴで１００００００／２００００００ｂｐｓはＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳ ｎｅｘｔ

（ＡＦ４３０ Ｒｅｖ．Ｊ 以降（ＨＡＲＤ ＶＥＲ ４０．０５、ＨＡＲＤ２ ＶＥＲ ４０．

２８以降））以外ではご利用になれません。また、１線式ＵＡＲＴで１００００００／２０００

０００ｂｐｓ設定時にはＴＴＸＤ信号はオープンドレイン出力となります。 

 

・ ＣＳＩ Ｂａｕｄ Ｒａｔｅ【 ＦＵＮＣ Ｄ９ 】 

ＣＳＩ通信時の通信速度を設定します。 

６２．５Ｋ／１２５Ｋ／２５０Ｋ／５００Ｋ／８５０Ｋ／１．２５／２．５Ｍ／３．３Ｍ／ 

５Ｍｂｐｓより選択してください。 

ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳでのＣＳＩ通信速度設定は、ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳのインストラクショ 

ンマニュアル【 ５－４－４ ＣＳＩ通信速度設定 】をご参照ください。 
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⑧ ＭＣＵ Ｔｙｐｅ【 ＦＵＮＣ Ｄ８ 】 

この項目へ設定された内容が、ウィンドウ左上部のＭＣＵ Ｔｙｐｅ及びＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳ 

本体上に表示されます。 

マイコンの型名、お客様の装置型名など任意の文字を１６桁まで入力できます。 

ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳでの表示型名変更は、ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳのインストラクションマニュ

アル【 ５－４－１０ 表示型名変更 】をご参照ください。 

 

 

⑨ ＯＫ 

Ｐａｒａｍｅｔｅｒ Ｔａｂｌｅ １ウィンドウ内容を、コントロールモジュールに転送するキー 

です。①～⑧の設定変更後は、他のウィンドウに移る前に必ず、ＯＫキーを押してください。 

ＯＫキーが押されなければ、変更したパラメータは反映されません。 
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２－２－２．【 Ｂａｓｉｃ Ｏｐｅｒａｔｉｏｎウィンドウの設定 】 

Ｂａｓｉｃ Ｏｐｅｒａｔｉｏｎウィンドウ上では、次の３項目の設定を行います。 

 

 

 

 



 14

 

①Ｄｅｖｉｃｅ Ｆｕｎｃｔｉｏｎ【 ＦＵＮＣ ０ 】 

マイコンへのデバイスファンクションの対象領域を設定します。 

通常は、２－２－１．②項のＦｌａｓｈ ＲＯＭ領域と同じ設定にします。 

デバイスファンクションアドレス【 ＦＵＮＣ ０ 】は、その設定アドレス値により、図２－２－２

－１のようにフラッシュメモリのブロック境界アドレスに自動アライメントされます。 

この自動アライメントされた領域に対して、デバイスファンクションが実行されます。 

 

 

②Ｂｕｆｆｅｒ Ａｒｅａ【 ＦＵＮＣ Ｆ５ 】 

ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳのバッファメモリ上のデータをセーブする領域、または、書き込みファイル

をバッファメモリにロードする領域を設定します。 

通常は、２－２－１．②項のＦｌａｓｈ ＲＯＭ領域と同じ設定にします。 

図２－２－２－２は、Ｄｅｖｉｃｅ Ｆｕｎｃｔｉｏｎ【 ＦＵＮＣ ０ 】、Ｂｕｆｆｅｒ Ａｒｅａ

【 ＦＵＮＣ Ｆ５ 】、Ｆｌａｓｈ ＲＯＭ Ａｒｅａ【 ＦＵＮＣ Ｄ６ 】の関係を示しています。 

 

 

③Ｖｅｒｉｆｙ Ｍｏｄｅ 

Ｅ．Ｐ．Ｒ、ＰＲＯＧＲＡＭ実行時のベリファイモードを設定します。 

ベリファイモードの設定と動作につきましては“２－３．デバイスファンクションと実行機能”を

ご参照ください。 

 

 

④ＯＫ 

ウィンドウ内容を、コントロールモジュールに転送するキーです。 

①～③の設定変更後は、他のウィンドウに移る前に必ず、ＯＫキーを押してください。 

ＯＫキーが押されなければ、変更したパラメータは反映されません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                          ターゲット MCU メモリ空間 First Addr 

               ブロック境界 → 

 

 
 
 
 
 
                                                    Last Addr 
                                                           
                      
                        
 
 
 
                                                        
                                                         
 
 
 
 
 

FUNC  D 6 
内蔵エリア表示 

FUNC  0 
アドレスセット 

デバイスファンクションの

対象領域(Ex.書きたい領域) 

FUNC  0 アドレスセットとアドレスアライメント

 

 

 

 

実際の対象領域：     ＋       
   ブロック境界に自動アライ 
   メントされる 

フラッシュメモリ： 
 小さなフラッシュメモリブロック   
 の集まりから構成されている。 
 特に消去が 1 ブロック単位でしか 
 行えない。 
   (1バイト単位で消去できない) 

 
ブロック構成、内蔵エリア設定 
は、リモートソフトを使用して 
行う。 
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図２－２－２－１ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                        ターゲット MCU メモリ空間  First Addr    ←ロード時(ﾊﾞｲﾅﾘﾌｧｲﾙ)のｱﾄﾞﾚｽ範囲 

                                                                               →セーブ時の 
                                                                                  ｱﾄﾞﾚｽ範囲 

 
 
 
 
                                                    Last Addr 
 

                                                          注意                     Binary File 

                        
 
 
 
                                                        
                                                         
 
 
 
 

0001020

3040506

070809 

…

 

 

 

 フラッシュメモリ領域 
FUNC  D 6 
内蔵エリア表示 

FUNC  F 5 
転送アドレス設定 

First Addr と 
Rom First は必ず同一

設定する 

FUNC  0 
アドレスセット 

デバイスファンクションの

対象領域(Ex.書きたい領域) 
通常は 

FUNC  0 
FUNC  D 6    同一設定

FUNC  F 5 
FUNC 0,D6,F5 の設定が一

致していないとき、NET 
IMPRESS のパワーON時ア

ラーム警告が出ます。 

アドレス設定ファンクション

DOS File：バイナリファイルの

転送エリア(バイナリファイルに

はアドレスが入っていないため)
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図２－２－２－２ 
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２－２－３．【 Ｐａｒａｍｅｔｅｒ Ｔａｂｌｅ ２ ウィンドウの設定 】 

 この設定ウィンドウには、マイコン固有パラメータが設定されています。 

２－２－４項の逓倍、分周設定及び、４－２－４．シリアルプログラミング禁止設定、第６章のオ

ブジェクト書き込み機能の設定以外は変更しないでください。 
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２－２－４．逓倍、分周設定 

 ターゲットマイコンの動作クロックは、ＭＣＵ Ｃｌｏｃｋ Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ【 ＦＵＮＣ ＤＦ 】 

 および【Ｐａｒａｍｅｔｅｒ Ｔａｂｌｅ２】画面の、Ｃ６・Ｃ８の設定値によって算出され設定さ 

 れます。 

 

 算出方法は 

動作クロック ＝ ＭＣＵ Ｃｌｏｃｋ Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ × 逓倍 ÷ 分周 

 となります。 

 

※ターゲットマイコンの設定範囲内で設定してください。 

 設定範囲に関してはマイコンのハードウェアマニュアルをご参照ください。 

 

 【設定方法】 

 Ｐａｒａｍｅｔｅｒ Ｔａｂｌｅ２のタブを選択しますとＰａｓｓｗｏｒｄを求められますので 

＂ＡＦ２００＂ 

と入力して下さい。 (入力した文字はマスクされて表示されます)。 

 

 

 

 

 

 

 

①逓倍 

 Ｃ６に逓倍値を１６進数で設定してください。 
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②分周 

 Ｃ８に分周値を１６進数で設定してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※分周値は１以上の場合に有効となります。 

 

＜設定例＞ 

ＭＣＵ Ｃｌｏｃｋ Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙが２４．０ＭＨｚで動作クロック８０．０ＭＨｚに設定す

る場合、Ｃ６（逓倍）＝０Ａｈ、Ｃ８（分周）＝０３ｈ となります。 
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２－２－５．【 高速ＵＡＲＴボーレートの設定 】 

 ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳ ｎｅｘｔ以外の機種をご利用でＵＡＲＴのボーレートを１１５２００ｂｐ

ｓ以上でご利用になる場合、以下の手順で設定を変更ください。 

ＮＥＴＩＭＰＲＥＳＳ ｎｅｘｔでは、【 ＦＵＮＣ Ｄ２ 】で１１５２００ｂｐｓ以上のボーレー

トも設定可能です。 

 

以下のボーレート設定ファンクションでボーレートを選択します。 

 

 

 

   のキー操作の後、        でご利用になるボーレートを選択してください。 

 

   ボーレート選択後 

 

 

   のキー操作により設定完了です 

 

マイコン周辺クロックによって通信可能とならないボーレートがありますのでご注意ください。 

通信不可の設定がされた場合は、デバイスファンクション実行時に“112D UART BAUDRATE SETTING 

ERR”が表示されます。 

 

 

８ １ ＦＵＮＣ 

▲ ▼ 

ＦＵＮＣ ＳＥＴ ＳＥＴ 
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２－３．デバイスファンクションと実行機能 

 

 ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳのデバイスファンクション起動時に実行される機能は以下のとおりです。 

 

ﾃﾞﾊﾞｲｽﾌｧﾝｸｼｮﾝ ERASE BLANK PROGRAM READ E.P.R COPY 

対

象

メ

モ

リ

域 

【FUNC 0】による

フラッシュメモリ

一部領域 

○ ○ ○ ○ ○ ○ 

【FUNC D6】による 

フラッシュメモリ

全領域 

○ ○ ○ ○ ○ ○ 

アクセス禁止領域

の設定による実行

の回避 

○ ○ ○ ○ ○ ○ 

 

 

ﾌﾗｯｼｭﾒﾓﾘに対する 

実行動作 

■Erase  □Erase  ■Erase  

■Blank ■Blank □Blank  ■Blank  

  ■Program  ■Program  

  ■Read*1 ■Read ■Read*1 ■Copy 

     ■Read 

備考 

 

 

 

 

 

＊１：デバイスファンクションＥ．Ｐ．Ｒ、ＰＲＯＧＲＡＭ時に実行されるＲｅａｄ Ｖｅｒｉｆｙは、

Ｒｅａｄ Ｖｅｒｉｆｙ Ｍｏｄｅ【 ＦＵＮＣ ９９ 】で設定されているベリファイが実行され

ます。 

ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳでのベリファイモード設定は、ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳのインストラク

ションマニュアル【 ５－４－１４ ベリファイモード切替 】をご参照ください。 

・ＳＵＭリードベリファイ 

マイコンからＰｒｏｇｒａｍを行った領域のＣＲＣ値を読み出し、プログラマがＰｒｏｇｒ

ａｍ時に転送した書き込みデータのＣＲＣ値と比較します。 

・ＦＵＬＬリードベリファイ 

プログラマがマイコンへＰｒｏｇｒａｍを行った領域のデータを送信し、マイコン側でフラ

ッシュメモリデータとの比較を行います。 
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３．ターゲットシステムとの接続と専用コネクタ 

 

３－１．信号一覧表 

 本コントロールモジュールをご利用頂いた場合のターゲットプローブコネクタ端の信号表を示し 

ます。 

 

マイコン信号名 ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳの標準信号名 マイコン信号名 

ＥＶＳＳ ＧＮＤ １５ １ ＧＮＤ ＥＶＳＳ 

 ＴＶｐｐ１ １６ ２ ＴＶｃｃｄ ＥＶＣＣ 

 ＴＶｐｐ２ １７ ３ Ｖｃｃ  

ｳｫｯﾁﾄﾞｯｸﾞﾊﾟﾙｽ 

信号 
ＷＤＴ (１８) (４) ＴＲＥＳ 正論理／ＴＲＥＳ

 
ＴＡＵＸ３ 

ＴＶｐｐ１ｃ 
１９ ５ ／ＴＲＥＳ ／ＲＥＳＥＴ 

ＦＬＭＤ０ 
ＴＡＵＸ４ 

ＴＶｐｐ２ｃ 
２０ (６) ＴＣＫ 

ＦＰＣＫ 

（ＪＰ０_２） 

 ｒｅｓｅｒｖｅｄ ２１ ７ ｒｅｓｅｒｖｅｄ  

 ｒｅｓｅｒｖｅｄ ２２ ８ ｒｅｓｅｒｖｅｄ  

 ＴＡＵＸ ２３ ９ 
ＴＡＵＸ２ 

（ＴＲＷ） 
 

 ＴＢＵＳＹ ２４ (１０) ／ＴＩＣＳ ﾏﾙﾁﾌﾟﾚｸｻ用信号 

 ＴＩ０ ２５ １１ 
ＴＡＵＸ５ 

（／ＴＯＥ） 
 

 ＴＶｃｃｓ ２６ (１２) ＴＭＯＤＥ ＦＬＭＤ１ 

ＦＰＤＴ 

（ＪＰ０＿１） 
ＴＲＸＤ (２７) １３ ＴＴＸＤ 

ＦＰＤＲ 

（ＪＰ０＿０） 

ＥＶＳＳ ＧＮＤ ２８ １４ ＧＮＤ ＥＶＳＳ 

ターゲットプローブ信号表（ＦＲ８３０） 

 

１． ○ は、必ず接続頂く信号線です。 

２．（ ）は、必要な時のみ接続してください。 

３．○ も（ ）も印のない信号線はターゲットシステムの回路には接続しないでください。 

詳細については、弊社サポートセンタにお問い合わせください。 

４．各信号線のインタフェイス回路については、プログラマ本体の『Ｉｎｓｔｒｕｃｔｉｏｎ Ｍａｎ

ｕａｌ』をご覧下さい。 
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３－２．代表的な接続例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜ ターゲットシステムとの接続例 ＞ 

 

＊１ オプション機能です。 

＊２ ターゲットシステム上で所定の論理に設定される場合は接続の必要はございません。 

 ・モード設定方法 

信号名 値 

FLMD1 EVSS 

＊３ ＵＡＲＴでご利用の場合は接続不要です。 

＊４ １線式ＵＡＲＴでご利用の場合は接続不要です。 

＊５ １線式ＵＡＲＴでご利用の場合はターゲット上でプルアップして下さい。プルアップ抵抗値

はマイコンのマニュアル、ライタとターゲットの回路構成、通信波形等をご確認のうえ、決

定してください。 

*4

 

FPDT(JP0_1) 

Target System 

FPDR(JP0_0) 

FPCK(JP0_2) TCK

TTXD

TRXD

WDT

EVSS
BVSS

/TICS

RH850/F1L 

/RESET 

EVCC 
BVCC 

TVccd

GND

NET IMPRESS 

(6) 

(13) 

(27) 

(10) 

(1,14,15,28)

(2) 

(18) 

FLMD1 TMODE
(12) 

*1

/TRES
(5) 

FLMD0 TAUX4
(20) 

wire

TRES
(4) 

*2 

*3*4 

*5
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①“書き込みモード信号”など一部の書き込みに使用する信号がユーザシステムとの共用端子に定義

されている場合には、それらの信号のマルチプレクス回路をユーザシステムに実装してください。

／ＴＩＣＳ信号は、ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳのデバイスファンクション実行時にだけアサートされる

信号です。 

この信号によって共用端子に実装される信号切り替えを行います。 

マルチプレクス回路をユーザターゲットシステムにいれていただくことにより、／ＴＩＣＳが 

ネゲートされている時（デバイスファンクションを実行していない時）にＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳ 

が接続されていない（コネクタを外した）状態と同一の条件をつくることができます。 

書き込み制御に使われるこれらの信号が、フラッシュマイコンから制御用専用信号線として定義 

されるターゲットシステムでは、マルチプレクス回路は不要です。 

 

 

②ＷＤＴ信号端子には、ＷＤＴ Ｐｅｒｉｏｄ【 ＦＵＮＣ Ｄ５ 】で設定されたクロック信号が 

ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳより出力されます。（常時出力）（オープンコレクタ出力） 

フラッシュメモリ書き込み中に、所定のクロック信号が必要なユーザ回路へ接続しご利用ください。 

 

③ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳでは、標準プローブ中に／ＴＲＥＳ信号を設けてあります。 

／ＴＲＥＳ信号は、ターゲットシステム内でワイヤードオアをとり、マイコンの／ＲＥＳＥＴ端子 

に接続して頂けるよう、オープンコレクタ出力の信号としています。 

ＴＲＥＳ信号は、ターゲットシステムが正論理のリセット信号を必要としている場合にご利用 

いただけます。ＴＲＥＳ信号は、トーテムポール出力の信号です。 
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３－３．制御信号波形 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 マイコン側仕様 ライタ仕様 

 TPR   250ms （min） 

 TRLW1  300ms （min） 

 TRLW2   100ms （min） 

 TRMS   50ms （min） 

 

 パラメータ MAX MIN 意味 

PHTS 0144 11.5ms 1.5ms パルス引き込みタイミング 

PWT 0146 ― ― 0.8us パルス幅 

CRST 
UART  0148  200ms 

通信開始タイミング 
CSI   014A  200ms 

 

 ＊１： ”  ”は、HiZを示す。 

 ＊２： /TRESと WDTはオープンコレクタ出力。 

 ＊３： オプション機能です。 

 

通信路選択パルス
TAUX4

CRST

PWT

PHTS 

書き込みモード 

TRMS 

TTXD

TRXD

/TICS

TMODE

/TRES

WDT

TRMS 

TCK

*2 

*2 
*3 

*3 

*3 

*3 

TRLW2

TPR 

TRLW1 
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【動作手順】 

 

①フラッシュプログラマの電源投入後、ターゲットシステムの電源を入れてください。 

プログラマは電源投入直後から／ＴＲＥＳをアサートし､ＷＤＴ信号の出力を開始します。 

 

②デバイスファンクションの実行によって／ＴＩＣＳがアサートされ、フラッシュプログラム用の通

信チャネルがターゲットシステム上でフラッシュプログラマ側に接続されます。 

（フラッシュプログラム用の通信チャネル及び、関連信号が他のユーザ回路から独立して常時フラ

ッシュプログラマに専有されるシステムでは、本信号による信号切り替えは必要ありません） 

 

③マイコンのプログラミングモードが起動され、規定の通信回線を使ってＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳとの

通信を始めます。通信は、あらかじめ設定されている通信条件で行います。 

 

④デバイスファンクション終了後、／ＴＩＣＳをネゲートします。 

デバイスファンクション非実行中は／ＴＲＥＳは常にアサートし、ＷＤＴ信号は常時出力します。 
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３－４．プローブ 

 弊社では、標準プローブとしてＡＺ４１０、ＡＺ４１１、ＡＺ４１２、ＡＺ４１３の４つを用意し

ております。各プローブのご用命は、弊社又は弊社代理店までご相談下さい。 

各プローブの仕様は、ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳインストラクションマニュアル【 ８－６．ターゲッ

トインタフェイス 】または、弊社ホームページをご参照ください。 

 

＜ ＡＺ４１１／ＡＺ４１３ ＞ 

 ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳの入出力線の多くには、ＧＮＤ線との間に１ＭΩのプルダウン抵抗が付加さ

れています。また、ターゲットシステム上で使用するＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳからの制御線は、ＮＥＴ

ＩＭＰＲＥＳＳ用のコネクタを外した際にターゲットシステムに対して障害とならないようにネゲー

ト状態にしておくことが必要です。 

 これらの信号に対しユーザシステム上でユーザ電源及びＧＮＤ信号に対し、１０ＫΩ程度の抵抗に

よりプルアップまたはプルダウンしておくことを推奨しています。 

 フラッシュライタからの制御信号線に対し、プルアップ抵抗（約１０ＫΩ）をユーザシステム内で

付加できない場合には、ＡＺ４１１／ＡＺ４１３をご利用下さい。 

 ＡＺ４１１／ＡＺ４１３は、フラッシュライタからの制御出力線に対し、プルアップ／プルダウン

抵抗を任意に付加できるプローブです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

NET IMPRESS ﾀｰｹﾞｯﾄｼｽﾃﾑ AZ411/AZ413

IC ｸﾘｯﾌﾟ  

又は 

先端未処理 
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＜ ＡＺ４１１／ＡＺ４１３ ＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

NET IMPESS 

Side 

TVccｄ(2) 

/TRES(5) 

TCK(6) 

TRW(9) 

/TICS(10) 

 

TMODE(12) 

TTXD(13) 

WDT(18) 

AUX(23) 

TBUSY(24)

TI0(26) 

TI1(25) 

TRXD(27) 

TRES(4) 

TVpp1C(19) 

TVpp2C(20) 

 

 

 

Vcc(3) 

TVpp2(17) 

TVpp1(16) 

GND 

(1,14,15,28) 

User Target

Side 

TVccｄ(20) 

/TRES(14) 

TCK(12) 

TRW(10) 

/TICS(8) 

 

TMODE(4) 

TTXD(2) 

WDT(15) 

AUX(9) 

TBUSY(7) 

TI0(5) 

TI1(3) 

TRXD(1) 

TRES(16) 

TVpp1C(13) 

TVpp2C(11) 

 

 

 

Vcc(18) 

TVpp1(19) 

TVpp2(17) 

GND 

(Clip) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10KΩ

10KΩ

/TOE(11) /TOE(6) 

Pull up 

ｼｮｰﾄﾌﾟﾗｸﾞ 

( ユーザ用意 )

Pull down 

ｼｮｰﾄﾌﾟﾗｸﾞ 

( ユーザ用意 )

1体1配線 

1体1配線 
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４．ＹＤＤファイル 

 

４－１．概要 

本コントロールモジュールの対象となるマイコンは、後述の各機能を備えており、別途ＹＤＤファ

イルを作成していただき設定するようになっております。 

 

４－２．設定方法 

設定ファイルは、拡張子ＹＤＤ（モトローラＳフォーマット）のファイルとし コントロールモジュ

ールのＹＩＭフォルダ内に配置頂きます。設定ファイルはＹＩＭフォルダ内に唯一とし、２つ以上の

設定ファイルを配置することや、設定ファイルを配置していない状態でのご利用はできません。 

設定ファイルの作成にはＡＺ４８１（ＫＥＹファイルジェネレータ）をご利用ください。 

 

ＹＤＤサンプルファイルは弊社より提供されます。 

 

 

＜ＡＺ４８１をご利用いただいた場合の作成例＞ 
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４－２－１．シリアルプログラミング動作モード設定 

（必須） 

次回動作時のシリアルプログラミングの動作モードを設定します。 

 

アドレス  ：＃００００００００固定 

サイズ  ：１固定 

データ  ：００ｈ ＩＤ認証モード 

  ：ＦＦｈ コマンドプロテクションモード 

 

・ＩＤ認証モード 

４－２－６．設定用シリアルプログラミングＩＤ設定のデータをシリアルプログラミング用、ＯＣ

Ｄ用、テスト用、セルフプログラミング用ＩＤとして設定し、次回リセット解除後ＩＤ認証モード

となります。 

・コマンドプロテクションモード 

次回リセット解除後コマンドプロテクションモードとなります。 

 

４－２－２．ＯＣＤ用ＩＤ設定有無 

（設定しない場合は不要） 

ＯＣＤ用、テスト用、セルフプログラミングＩＤ設定の有無を選択します。 

 

アドレス  ：＃０００００００１固定 

サイズ  ：１固定 

データ  ：００ｈ 設定有 

 

・設定有 

４－２－６．設定用シリアルプログラミングＩＤ設定のデータをＯＣＤ用、テスト用、セルフプロ

グラミング用ＩＤとして設定します。 

 

※データが００ｈ以外の場合はエラーを出力し、デバイスファンクションを中断します。 

※４－２－１．シリアルプログラミング動作モード設定をＩＤ認証モードにした場合は、本設定に

かかわらず、必ず認証用シリアルプログラミングＩＤ設定時にＯＣＤＩＤ等も自動で設定されま

す。 

 

４－２－３．セキュリティ設定 

（ＩＤ認証モードの時は不要） 

セキュリティを設定する場合の設定値です。 

 

アドレス  ：＃０００００００２固定 

サイズ  ：１固定 

データ  ：表４－２－１：セキュリティ設定値をご参照ください。 
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＜表４－２－１：セキュリティ設定値＞ 

項目  

bit7 リード禁止フラグ（“１”許可、“０”禁止）   ＊２ 

Bit6 書き込み禁止フラグ（“１”許可、“０”禁止）   ＊２、３

Bit5 消去禁止フラグ（“１”許可、“０”禁止）   ＊２、４

Bit4-0 “１”固定      ＊１ 

 

※４－２－１．シリアルプログラミング動作モード設定をコマンドプロテクションモードにし、か

つ【ＦＵＮＣ Ｄ４】がセキュリティ設定有効モードの設定の場合のみ設定を行います。 

 

＊１：“０”が設定されていた場合はファイルフォーマットエラーとします。 

＊２：【ＦＵＮＣ Ｄ４】でセキュリティ設定無効モードの設定でご利用いただいた場合、本設定が

“禁止”の設定となっている場合はエラーを出力し、デバイスファンクションを中断します。 

＊３：書き込み禁止設定を行った場合、一部領域での消去が出来なくなります。 

＊４：消去禁止設定を行った場合、フラッシュライタでは書き換え不可能となりますので、ご注意

ください。 

 

４－２－４．シリアルプログラミング禁止設定 

（設定しない場合は不要） 

シリアルプログラミング禁止にします。 

 

アドレス  ：＃０００００００３固定 

サイズ  ：１固定 

データ  ：００ｈ シリアルプログラミング禁止 

 

※データが００ｈ以外の場合はエラーを出力し、デバイスファンクションを中断します。 

※シリアルプログラミング禁止は、パラメータ“＃Ｃ０”の最上位ビットが“１”になっている場

合に実行されます。 

※シリアルプログラミング禁止設定を行った場合、フラッシュライタでは書き換え不可能となりま

すので、ご注意ください。 

 

４－２－５．認証用シリアルプログラミングＩＤ設定 

（条件により省略可能） 

マイコンがＩＤ認証モードに設定されている場合の、認証用シリアルプログラミングＩＤです。 

 

アドレス  ：＃００００００１０固定 

サイズ  ：１６固定 

データ  ：認証用ＩＤ 

 

※マイコンがコマンドプロテクションモードに設定されている場合は不要です。 

※コマンドプロテクションモードで使用したい場合も現在のマイコンの状態がＩＤ認証モードとな

っている場合は設定が必要です。 
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４－２－６．設定用シリアルプログラミングＩＤ設定 

（設定しない場合は不要） 

マイコンをＩＤ認証モードに設定する場合の、設定用シリアルプログラミングＩＤです。 

 

アドレス  ：＃００００００２０固定 

サイズ  ：１６固定 

データ  ：設定用ＩＤ 

 

※ＯＣＤ用、テスト用、セルフプログラミング用ＩＤも、このＩＤが設定されます。 

※既にマイコンがＩＤ認証モードに設定されていて、同一ＩＤに設定したい場合は認証用ＩＤと同

じ値にしてください。 

 

４－２－７．オプションバイト設定 

（設定しない場合は不要） 

オプションバイトを設定する場合の設定値です。 

 

アドレス  ：＃００００００４０固定 

サイズ  ：４～３２ 

データ  ：オプションバイト設定値 

 

※ＦＵＮＣ－Ｄ４で、オプションバイト設定を有効にした場合に設定されます。 

※オプションバイトの設定値に関しては、デバイスのハードウェアマニュアルを参照してください。 

※オプションバイトは該当レジスタ（３２ｂｉｔ）単位でリトルエンディアン形式で設定してくだ

さい。該当レジスタが複数存在し、アドレスが離れている場合、先頭のオプションバイトレジス

タから連続したアドレスのデータを記載し、未定義のアドレスのデータはＦＦＦＦＦＦＦＦｈと

して複数のオプションバイトレジスタを1行にまとめて記載してください。 
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＜オプションバイト設定例＞ 

 ＯＰＢＴ０：０ｘＦＦＣＤ００３０番地 

 ＯＰＢＴ２：０ｘＦＦＣＤ００３８番地 

 ※０ｘＦＦＣＤ００３４番地は未定義 

 ＡＺ４８１（ＫＥＹファイルジェネレータ）では下図のような配置になります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

BIT31-24 BIT23-16 BIT15-8 BIT7-0 

0x01 0x23 0x45 0x67 

（設定対象）ＯＢＰＴ０－オプションバイト０レジスタ 

 

 

BIT31-24 BIT23-16 BIT15-8 BIT7-0 

0x89 0xAB 0xCD 0xEF 

（設定対象）ＯＢＰＴ２－オプションバイト２レジスタ 
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４－２－８．ＣｏｄｅＦｌａｓｈ１ ＬｏｃｋＢｉｔ／ＯＴＰ設定 

（設定しない場合は不要） 

ＣｏｄｅＦｌａｓｈ１に対するＬｏｃｋＢｉｔまたはＯＴＰ（Ｏｎｅ Ｔｉｍｅ Ｐｒｏｇｒａｍｉ

ｎｇ）を設定する場合の設定値です。（最大６５ｂｙｔｅ） 

 

アドレス  ：＃０００００１００固定 

サイズ  ：１～６５ 

データ ：ＬｏｃｋＢｉｔ／ＯＴＰを設定したいブロックに対応するビットを“０”にし、

他は“１”にしてください。 

設定方法は表４－２－２：ＬｏｃｋＢｉｔ設定値をご参照ください。 

 

※パラメータの設定によって設定無効、ＬｏｃｋＢｉｔ設定およびＯＴＰ設定が選択されます。パ

ラメータの設定方法については、５ ＬｏｃｋＢｉｔ／ＯＴＰ機能を参照してください。 

 

４－２－９．ＣｏｄｅＦｌａｓｈ２ ＬｏｃｋＢｉｔ／ＯＴＰ設定 

（設定しない場合は不要） 

ＣｏｄｅＦｌａｓｈ２に対するＬｏｃｋＢｉｔまたはＯＴＰ（Ｏｎｅ Ｔｉｍｅ Ｐｒｏｇｒａｍｉ

ｎｇ）を設定する場合の設定値です。（最大３２ｂｙｔｅ） 

 

アドレス  ：＃０００００１８０固定 

サイズ  ：１～３２ 

データ ：ＬｏｃｋＢｉｔ／ＯＴＰを設定したいブロックに対応するビットを“０”にし、

他は“１”にしてください。 

設定方法は表４－２－２：ＬｏｃｋＢｉｔ設定値をご参照ください。 

 

※パラメータの設定によって設定無効、ＬｏｃｋＢｉｔ設定およびＯＴＰ設定が選択されます。パ

ラメータの設定方法については、５ ＬｏｃｋＢｉｔ／ＯＴＰ機能を参照してください。 
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４－２－１０．ＵｓｅｒＢｏｏｔＡｒｅａ ＬｏｃｋＢｉｔ／ＯＴＰ設定 

（設定しない場合は不要） 

ＵｓｅｒＢｏｏｔＡｒｅａに対するＬｏｃｋＢｉｔまたはＯＴＰ（Ｏｎｅ Ｔｉｍｅ Ｐｒｏｇｒａ

ｍｉｎｇ）を設定する場合の設定値です。 

 

アドレス  ：＃０００００１ＦＦ固定 

サイズ  ：１固定 

データ ：ＬｏｃｋＢｉｔ／ＯＴＰを設定したいブロックに対応するビットを“０”にし、

他は“１”にしてください。 

設定方法は表４－２－２：ＬｏｃｋＢｉｔ設定値をご参照ください。 

 

※パラメータの設定によって設定無効、ＬｏｃｋＢｉｔ設定およびＯＴＰ設定が選択されます。パ

ラメータの設定方法については、５ ＬｏｃｋＢｉｔ／ＯＴＰ機能を参照してください。 

※Ｕｓｅｒ Ｂｏｏｔ Ａｒｅａは１ブロックのみなので対応するブロックはBIT0になります。 

 

 

＜表４－２－２：ＬｏｃｋＢｉｔ設定値＞ 

BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

1st byte BLOCK7 BLOCK6 BLOCK5 BLOCK4 BLOCK3 BLOCK2 BLOCK1 BLOCK0 

2nd byte BLOCK15 BLOCK14 BLOCK13 BLOCK12 BLOCK11 BLOCK10 BLOCK9 BLOCK8 

3rd byte BLOCK23 BLOCK22 BLOCK21 BLOCK20 BLOCK19 BLOCK18 BLOCK17 BLOCK16

・           ・ 

  ・          ・ 

  ・          ・ 

 

※設定可能なブロック数はマイコンによって異なります。 

※設定したいブロックに対応するビットを“０”にし、他は“１”にしてください。 

※８ビット（１ｂｙｔｅ）単位で設定してください。 

（８ビット未満の端数がある場合は残りを全て“１”にしてください） 
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４－３．設定処理フロー 

本機能はＹＤＤのファイルの設定情報に従い、デバイスファンクションＥ．Ｐ．Ｒ実行した場合に

有効となります。 

各処理内でエラーが発生した場合は処理を中断しエラー出力して終了します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Y 

E.P.R開始 

*1

YDD File有？

ID認証ﾓｰﾄﾞ？ １

ｾｷｭﾘﾃｨ FFh？ 

N 

Y

*1
２

N

Y 

消去 

Ｂ
N 

ﾍﾞﾘﾌｧｲ 

N 

N 

ID認証ﾓｰﾄﾞ？

N 

OCDID設定&ﾍﾞﾘﾌｧｲ 

OCDID有効？ 
*4

*4

ID設定有効？

ｼﾘｱﾙﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ ID設定 

ﾏｲｺﾝﾘｾｯﾄ 

ID認証 

ﾌﾞﾗﾝｸﾁｪｯｸ 

書き込み 

*3

N

Y

Y

OPBT設定&ﾍﾞﾘﾌｧｲ 

OPBT有効？ *
*2 Y

* OPBT = ｵﾌﾟｼｮﾝﾊﾞｲﾄ 

Y 

N 

N 

Ａ
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OTP設定&ﾍﾞﾘﾌｧｲ 

OTP設定有効？ 
*5 Y

ｼﾘｱﾙﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ禁止設定 

ｼﾘｱﾙ禁止有効？
*6 Y

ｴﾗｰ出力 

E.P.R終了 

N 

N 

ｾｷｭﾘﾃｨ設定&ﾍﾞﾘﾌｧｲ 

ｾｷｭﾘﾃｨ有効？ 
*2 Y

N 
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デバイスファンクション実行前のマイコンの状態がコマンドプロテクションモードでいずれかの禁

止設定がされている場合、又はマイコンの状態がＩＤ認証モードでＹＤＤファイルの動作モード設定

がコマンドプロテクションモード設定の場合は、コンフィグレーションクリアを実行します。 

コンフィグレーションクリアはフラッシュメモリ全領域が消去状態の時のみ実行可能な機能です。

従ってデバイスファンクションの実行エリアの設定（ＦＵＮＣ ０設定）が全領域設定となっていな

い場合はエラーを出力し、デバイスファンクションを終了します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

*1 デバイスファンクション実行前のマイコン状態 

*2 ＹＤＤファイル内の設定及びＦＵＮＣ Ｄ４の設定 （表４－３－１：動作モードをご参照

ください） 

*3 ＹＤＤファイル設定値と現在のマイコン設定値が異なる場合、デバイスファンクション実行

前のマイコンの状態がコマンドプロテクションモードの場合、またはコンフィグレーション

クリアを実行した場合に有効 

*4 ＹＤＤファイルの設定 

*5 ＹＤＤファイルの設定及びパラメータ設定（５．ＬｏｃｋＢｉｔ／ＯＴＰ機能を参照くださ

い） 

*6 ＹＤＤファイルのシリアルプログラミング禁止設定及びパラメータ設定 

 

１ 

ID認証 

ID認証ﾓｰﾄﾞ？ 
*4

Y 

2

全領域設定？

消去 

ｺﾝﾌｨｸﾞﾚｰｼｮﾝｸﾘｱ 

ﾏｲｺﾝﾘｾｯﾄ 

ﾌﾞﾗﾝｸﾁｪｯｸ 

ｺﾝﾌｨｸﾞﾚｰｼｮﾝｴﾘｱﾌﾞﾗﾝｸﾁｪｯｸ 

N

Ｂ Ａ 

Y

ｴﾗｰ出力 

E.P.R終了 

N 
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＜表４－３－１：動作モード【 ＦＵＮＣ Ｄ４ 】＞ 

 Mode 

ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳの 
ＬＣＤ表示 

St’d 

（ﾃﾞﾌｫﾙﾄ） 
Opt.0 Opt.1 Opt.2 

リモートコントローラ 

上の設定値 
0000 0001 0010 0011 

セキュリティ設定 無効 有効 無効 有効 

オプションバイト設定 無効 無効 有効 有効 

 

 

 

４－４．ＹＤＤファイル使用時の注意事項 

 

①ＩＤ認証モード設定、セキュリティ設定時の対象領域 

下記の場合、デバイスファンクションの対象領域がフラッシュの一部領域の場合、エラーとなりま 

す。 

 

  ・動作モード設定 

   現在のマイコンの状態がＩＤ認証モードとなっており、ＹＤＤファイルの設定でコマンド 

プロテクションモードにする場合。 

 

  ・セキュリティ設定 

   現在のマイコンの状態がいずれかの禁止設定状態となっている場合。 

 

②ＯＴＰ設定後の制限 

 いずれか１ブロックでもＯＴＰを設定した場合、動作モード設定・セキュリティ設定の変更、Ｌｏ 

 ｃｋＢｉｔの解除が不可能になるので、ご注意ください。 

 また、ＯＴＰが設定されているブロックにはＬｏｃｋＢｉｔの設定はできません。 

 

③シリアルプログラミング禁止設定後の制限 

 シリアルプログラミング禁止設定を行った場合、フラッシュライタでは書き換え不可能となります 

 ので、ご注意ください。 

 

④ＹＤＤファイルで設定する情報がコンフィグレーションエリアに設定されます。コンフィグレーシ

ョンクリアを実行することにより、各値はＡｌｌ“０ｘＦＦ”となりますが、マイコン出荷時の設

定値と異なる場合がありますのでご注意ください。 
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５．ＬｏｃｋＢｉｔ／ＯＴＰ機能 

５－１．概要 

本製品では書き換え時にマイコンのＬｏｃｋＢｉｔ機能およびＯＴＰ機能を有効にする機構を備え

ております。（搭載されているもののみ） 

書き換え終了後にＬｏｃｋＢｉｔ／ＯＴＰ動作モード設定に従ってＬｏｃｋＢｉｔ機能またはＯＴ

Ｐ機能を有効にします。（ＹＤＤファイルに設定データが必要です） 

ＬｏｃｋＢｉｔ機能およびＯＴＰ機能の詳細につきましては、マイコンのハードウェアマニュアル

をご参照ください。 

 

５－２．ＬｏｃｋＢｉｔ／ＯＴＰ設定モード設定 

ＯＴＰおよびＬｏｃｋＢｉｔはＥＰＲ実行時に設定することが可能です。 

ＥＰＲ実行時のＬｏｃｋＢｉｔ／ＯＴＰ設定モードは【 ＦＵＮＣ ８０】で選択してください。 

ＬｏｃｋＢｉｔ／ＯＴＰ設定モードは以下の３種類となります。 

ＮＯ ＳＥＴ  ：ＬｏｃｋＢｉｔ／ＯＴＰ設定を有効にしない（デフォルト設定）。 

ＬｏｃｋＢｉｔ ：ＬｏｃｋＢｉｔ設定を有効にする。 

ＯＴＰ  ：ＯＴＰ設定を有効にする。 

 

【 NETIMPRESS 操作 】    【 NETIMPRESS 表示部 】 

キー操作       LCD表示(全体) 

 

 

  ＬｏｃｋＢｉｔ／ＯＴＰ設定モード 

 

 

 

 

  設定モードの選択 

 

 

 

 

 

 

 

設定モード設定の確定 

 

 ※ＡＺ４９０（リモートソフト）で設定モードを設定することも可能です。 

  設定方法については弊社サポートセンタまでお問い合わせください。 

F R 8 3 0       

/ x x x x  /     

F 8 0 / L o c k B i t  M O D E

N O S E T       

N O S E T       

L o c k B i t       

O T P       

FUNC 8 ０

SET FUNC SET 

4行目 

4行目 

(▲,▼で設定動作モードが変化)

4行目 
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６．オブジェクトファイル書き込み機能 

６－１．概要 

ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳではコントロールモジュールフォルダ内に対象マイコン用の仮想メモリを

準備しています。 

通常はオブジェクトファイルダウンロード機能においてコントロールモジュール内部のバッファメ

モリ（仮想メモリ／マイコンのフラッシュメモリと同等の容量）に書き込みデータをダウンロードし、

書き換え範囲設定に従って、バッファメモリの内容を対象マイコンに書き込みます。 

バッファメモリの内容をマイコンにそのまま書く形となりますので、オブジェクトファイル中に記載

がないアドレスのデータもマイコンに書き込みます。(通常モード) 

本コントロールモジュールではオブジェクトファイルのデータが存在するアドレスのみを書き込む

機能を備えています。(オブジェクトファイル書き込みモード) 

ただし、Ｃｏｄｅ Ｆｌａｓｈ１／２、Ｕｓｅｒ Ｂｏｏｔ Ｆｌａｓｈは２５６Ｂｙｔｅ単位、Ｄ

ａｔａ Ｆｌａｓｈは１６Ｂｙｔｅ単位がマイコンの書き込み最小単位となりますので、それよりも小

さい範囲の書き込み省略は行えません。 

 

 

６－２．オブジェクトファイル書き込み機能の設定 

本コントロールモジュールでオブジェクトファイル書き込み機能をご利用になる時は以下の手順で

パラメータ設定を変更ください。 

 

 【設定方法】 

 Ｐａｒａｍｅｔｅｒ Ｔａｂｌｅ２のタブを選択しますとＰａｓｓｗｏｒｄを求められますので 

＂ＡＦ２００＂ 

と入力して下さい。 (入力した文字はマスクされて表示されます)。 
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①オブジェクトファイル書き込み機能を有効にする。 

【Ｐａｒａｍｅｔｅｒ Ｔａｂｌｅ２】の＃６０Ｃの値で有効・無効を設定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ＃６０Ｃの値が 

  ８０：通常モード 

  Ｃ０：オブジェクトファイル書き込みモード 

 となります。上記以外の設定値にはしないでください。 
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②オブジェクトファイル書き込みモードの対象エリアを設定する。 

対象エリアは、Ｃｏｄｅ Ｆｌａｓｈ１／２、Ｕｓｅｒ Ｂｏｏｔ Ｆｌａｓｈ、Ｄａｔａ Ｆｌａ

ｓｈを選択可能です。 

【Ｐａｒａｍｅｔｅｒ Ｔａｂｌｅ２】の＃６０Ｄの値で対象エリアを設定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ＃６０Ｄのビット位置の値と動作については以下の表に従います 

ビット位置 設定値 動作 

Ｂｉｔ０ 
０ Ｃｏｄｅ Ｆｌａｓｈ（１）は通常書き込み 

１ Ｃｏｄｅ Ｆｌａｓｈ（１）はオブジェクト書き込み 

Ｂｉｔ１ 
０ Ｕｓｅｒ Ｂｏｏｔ Ｆｌａｓｈは通常書き込み 

１ Ｕｓｅｒ Ｂｏｏｔ Ｆｌａｓｈはオブジェクト書き込み 

Ｂｉｔ２ 
０ Ｄａｔａ Ｆｌａｓｈは通常書き込み 

１ Ｄａｔａ Ｆｌａｓｈはオブジェクト書き込み 

Ｂｉｔ３ 
０ Ｃｏｄｅ Ｆｌａｓｈ２は通常書き込み 

１ Ｃｏｄｅ Ｆｌａｓｈ２はオブジェクト書き込み 

 

 例えば、Ｄａｔａ Ｆｌａｓｈのみオブジェクト書き込み対象とする場合、＃６０Ｄの設定を 

  ０４ 

 とします。 

 

③上記①～②の設定変更後は、ウィンドウに移る前に必ず、ＯＫキーを押してください。 

ＯＫキーが押されなければ、変更したパラメータは反映されません。 
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④ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳのオブジェクトダウンロード機能を使用し、オブジェクトファイルをダウ

ンロードしてください。 

オブジェクトファイルダウンロードを実行する前にバッファメモリの初期化を実行ください（“６－

３．制限事項”参照） 

リモートソフトをご利用の場合は、【Ｌｏａｄ Ｏｂｊｅｃｔ Ｄａｔａ】機能を使用します。 

（【Ｃｏｐｙ Ｆｉｌｅ】機能ではございませんのでご注意ください。【Ｃｏｐｙ Ｆｉｌｅ】でコ

ントロールモジュールフォルダにオブジェクトファイルを一旦コピーする場合、その後【ＦＵＮＣ 

Ｆ１】でオブジェクトファイルダウンロードを実行ください） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤Ｅ．Ｐ．Ｒで書き換えを実行します。 

オブジェクトファイル書き込み機能の有効ファンクションは、Ｅ．Ｐ．Ｒ、ＰＲＯＧＲＡＭ、ＲＥ

ＡＤとなります。 

ＥＲＡＳＥ、ＢＬＡＮＫ、ＣＯＰＹについては通常の動作と共通となります。 

続けて書き込む場合に、①～④の設定を再度実施することは必要ありません。 

ただし、ＣＯＰＹを実行した後は、対象オブジェクトなしの状態となり、書き込みを行おうとした

場合はエラーとなりますのでご注意ください。 
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６－３．制限事項 

①書き込み単位について 

Ｃｏｄｅ Ｆｌａｓｈ１／２、Ｕｓｅｒ Ｂｏｏｔ Ｆｌａｓｈはアドレスが２５６Ｂｙｔｅ境界か

ら２５６Ｂｙｔe単位で、Ｄａｔａ Ｆｌａｓｈはアドレスが１６Ｂｙｔｅ境界から１６Ｂｙｔｅ単

位で書き込まれます。 

オブジェクトファイルのデータ設定で２５６Ｂｙｔｅまたは１６Ｂｙｔｅの不足している部分につ

いては仮想メモリ内のデータが書き込まれます。 

オブジェクトファイルダウンロードを実行する前に必ずバッファメモリの初期化を実行ください。 

バッファメモリの初期化は【ＦＵＮＣ ２】のバッファクリアを実行してください。 

各書き込み単位の境界未満となる部分に０ｘＦＦ以外の特定データの埋め込みをする場合は、バッ

ファクリア後に【ＦＵＮＣ １】のブロックストア機能をご利用ください。 

 

②ベリファイモード 

オブジェクト書き込みの対象エリアに設定したエリアは【ＦＵＮＣ ９９】のベリファイモード設

定に依らず、ＦＵＬＬリードベリファイが実行されます。 

また、ベリファイを実施するのは書き込みを実行したアドレスのみとなります。 

オブジェクト書き込みモード設定エリアのＦＵＬＬベリファイはマイコンから書き込みを行ったデ

ータを読み出し、ライタ側で比較を行います。 

セキュリティ設定でリード禁止設定をしている場合は、エラーとなりますのでご注意ください。 

 

③連続でオブジェクトファイルのロードを行った場合 

バッファクリア後に連続してオブジェクトファイルのロードを行った場合、次にバッファクリア、

又はＣＯＰＹを実行するまで（カレントファイル名が登録されている間）はロードしたデータが有

効となります。ただし、同一アドレスにデータをダウンロードした場合、該当アドレスは最後にロ

ードしたデータが有効となります。 
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＜オブジェクトファイル書き込み例＞ 

１．バッファクリア【ＦＵＮＣ Ｄ２】を実行 

 

 

 

 

 

 

 

 

バッファメモリはＡｌｌ ０ｘＦＦとなり、カレントファイル名がクリアされます。 

（書き込み単位の境界未満となる部分に０ｘＦＦ特定データの埋め込みをする場合は 

【ＦＵＮＣ １】のブロックストア機能をご利用ください） 

 

 ２．オブジェクトファイル１をダウンロード 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

オブジェクトファイル１の内容 がバッファメモリにロードされます。 

 

 

 ３．オブジェクトファイル２をダウンロード 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

オブジェクトファイル２の内容 がバッファメモリにロードされます。 

 

 

バッファメモリ 

        

        

        

        

        

        

バッファメモリ 

        

        

        

        

        

        

        

バッファメモリ 
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 ４．オブジェクトファイル３をダウンロード 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

オブジェクトファイル３の内容 がバッファメモリにロードされます。 

（同一アドレスのデータがあった場合は後からロードしたデータが有効となります） 

 

 

 ５．書き換えを実行 

  消去 

 

 

 

 

 

 

 

 

フラッシュメモリは消去状態となります。 

 

  書き込み 

 

 

 

 

 

 

 

 

ロードしたオブジェクトファイルの内容 がフラッシュメモリに書き込まれます。 

書き込み単位に満たない領域のデータは （バッファメモリの値）が書き込まれます 

書き込みが実行されない部分は消去状態のままとなります。 

 

 

バッファメモリ 

        

        

        

        

        

        

        

フラッシュメモリ 

   

   

   

   

   

   

   

バッファメモリ 

        

        

        

        

        

        

        

バッファメモリ 

        

        

        

        

        

        

        

フラッシュメモリ 
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７．オプションバイト読み出し機能 

７－１．概要 

本製品では書き換え時にマイコンのオプションバイトを読み出し、保存する機能を備えております。 

オプションバイトの保存はオリジナルフォーマット、またはＳレコードフォーマットを指定可能で

す。 

 

７－２．オプションバイト読み出し・保存実行手順 

デバイスファンクション実行時と同様にライタとターゲットを接続し、以下の手順でファンクショ

ンを実行ください。 

 

 

【 NETIMPRESS 操作 】    【 NETIMPRESS 表示部 】 

キー操作       LCD表示(全体) 

 

 

  オプションバイト読み出し実行コマンド 

 

 

 

 

  保存するフォーマットの選択 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  オプションバイトの読み出し実行 

 

読み出しと保存が成功した場合はＰＡＳＳが表示されます。 

 

 

 

 

 

 

F R 8 3 0       

/ x x x x  /     

F 8 D / O P T I O N  B Y T E

S A V E    T E X T

S A V E    T E X T

S A V E S - R E C O R D

S A V E    N O N E

F R 8 3 0       

/ x x x x  /     

P A S S P /       

R /       

FUNC 8 Ｄ

SET FUNC SET 

4行目 

4行目 

(▲,▼でフォーマットが変化) 

4行目 

（保存する形式はオリジナルフォーマット） 

（保存する形式はＳレコードフォーマット） 

（保存しない（ＬＣＤへの表示を行います））） 
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保存しない（ＬＣＤ表示のみ）を選択した場合はＰＡＳＳは表示されず 

以降の表示に切り替わります。 

４行目に“レジスタ名 読み出し値（１６進数）”で表示を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

  オプションバイトレジスタ番号の切り替えを行います。 

 

 

 

 

 ※オプションバイトの読み出しは３２ｂｙｔｅ（３２ｂｉｔ×８レジスタ分）固定となります。 

  従いまして当該マイコンに存在しないレジスタ番号のデータも表示されます。 

 

 

７－３．オプションバイト保存フォーマット 

オプションバイトデータの保存ファイル名は“ＹＯＰＴＤＡＴ．ＴＸＴ”固定とし、ＹＩＭフォル

ダに保存されます。 

すでにＹＩＭフォルダ内に“ＹＯＰＴＤＡＴ.ＴＸＴ”のファイルが存在する場合、本ファンクショ

ン実行時に一旦削除され、指定したフォーマットで新たに作成されます。（保存しない（ＬＣＤ表示の

み）を選択した場合はファイルの削除のみ実行され、新たにファイルの作成は行われません） 

※オプションバイトの読み出しは３２ｂｙｔｅ（３２ｂｉｔ×８レジスタ分）固定となります。 

従いまして当該マイコンに存在しないレジスタ番号のデータも保存されます。 

 

F R 8 3 0       

/ x x x x  /     

F 8 D / O P T I O N  B Y T E

O P B T 0 0 x ７ F 9 F F F C F

O P B T n 0 x X X X X X X X X4行目 

(▲,▼でレジスタ番号切り替え)
（ｎ＝０～７） 
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①オリジナルフォーマット選択時 

 各オプションバイトレジスタ名と設定値をアスキー文字列で１行ずつ保存します。 

   レジスタ名 設定値（１６進数） 

  出力例） 

ＯＰＢＴ０ ０ｘ７Ｆ９ＦＦＦＣＦ 

ＯＰＢＴ１ ０ｘＦＦＦＦＣ９Ｆ８ 

ＯＰＢＴ２ ０ｘＢＦＦＦＦＦＦＣ 

ＯＰＢＴ３ ０ｘ７ＦＦＦＦＦＦＦ 

の場合、以下の出力となります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②Ｓレコードフォーマット選択時 

 ＹＤＤファイルの形式と同等の出力となります 

アドレス  ：＃００００００４０固定 

サイズ  ：３２バイト固定 

データ  ：オプションバイト設定値 

  出力例） 

ＯＰＢＴ０ ０ｘ７Ｆ９ＦＦＦＣＦ 

ＯＰＢＴ１ ０ｘＦＦＦＦＣ９Ｆ８ 

ＯＰＢＴ２ ０ｘＢＦＦＦＦＦＦＣ 

ＯＰＢＴ３ ０ｘ７ＦＦＦＦＦＦＦ 

の場合、以下の出力となります。 

 

 

 

 

 

 

OPBT0 0x7F9FFFCF 

OPBT1 0xFFFFC9F8 

OPBT2 0xBFFFFFFC 

OPBT3 0x7FFFFFFF 

OPBT4 0xFFFFFFFF 

OPBT5 0xFFFFFFFF 

OPBT6 0xFFFFFFFF 

OPBT7 0xFFFFFFFF 

S32500000040CFFF9F7FF8C9FFFFFCFFFFBFFFFFFF7FFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFCA 

S9030000FC 
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８．エラーメッセージ 

信号線の接続やパラメータ設定の誤りに対して、デバイスファンクション実行時に、特別なエラー

メッセージを出力されます。 

本章に記載されている以外のエラーメッセージは、ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳのインストラクションマ

ニュアルをご参照下さい。 

 

８－１．エラーメッセージ一覧 

 

＜表８－１．機種固有のエラーメッセージ一覧＞ 
エラーメッセージ エラー要因／対策 

1120 

YDD FILE NOT FOUND 

要因
ＹＤＤファイルがない、または２個以上のＹＤＤファイルが

配置されています。 

対策
ＹＤＤファイルが正しく配置されているかご確認ください。

ＹＤＤファイルについては第４章をご参照ください。 

1121 

YDD FILE OPEN ERROR 

要因 ＹＤＤファイルの取得に失敗しました。 

対策
ＹＤＤファイルが正しく配置されているかご確認ください。

ＹＤＤファイルについては第４章をご参照ください。 

1122 

YDD FILE FORMAT ERROR 

要因 ＹＤＤファイルの設定値に異常があります。 

対策
ＹＤＤファイルの内容をご確認ください。 

ＹＤＤファイルについては第４章をご参照ください。 

1123 

WARNNING SECURITY SETTING 

要因
セキュリティ設定が無効の動作モードで、ＹＤＤファイルの

セキュリティ設定値のいずれかが禁止となっています。 

対策

セキュリティ設定を有効の動作モードにしていただくか、Ｙ

ＤＤファイルのセキュリティ設定値を変更してください。 

ＹＤＤファイルについては第４章をご参照ください。 

1124 

S ID NOMATCH ERR 

要因

デバイスに設定されているシリアルプログラミングＩＤと

ＹＤＤファイルの認証用シリアルプログラミングＩＤが異

なります。 

対策
ＹＤＤファイルの内容をご確認ください。 

ＹＤＤファイルについては第４章をご参照ください。 

1125 

SIG NOMATCH ERR 

要因 シグネチャが正しくありません。 

対策
パラメータファイルが対象のマイコン用の物かを確認して

ください。 

1126 

NO SID ERR   

要因
ＹＤＤファイルに認証用シリアルプログラミングＩＤが設

定されていません。 

対策
ＹＤＤファイルの内容をご確認ください。 

ＹＤＤファイルについては第４章をご参照ください。 
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エラーメッセージ エラー要因／対策 

1127 

PROTECT ERR 

要因

下記のデバイスのセキュリティ状態での動作を実行しまし

た。 

①デバイスが消去禁止設定時に消去・書き込みを実行。 

②デバイスが書き込み禁止設定時に一部領域に対しての消

去・書き込みを実行。 

③デバイスがリード禁止設定時に読み出しを実行。 

対策

①フラッシュライタでは書き換えできません。 

②全領域での消去を実行後、書き込みをしてください。 

③ＹＤＤファイルのセキュリティ設定を許可にして書き換

えてください。 

ＹＤＤファイルについては第４章をご参照ください。 

1128 

NO ALL AREA ERR 

要因

下記の条件でＥ・Ｐ・Ｒ実行時デバイスファンクション実行

領域が全領域になっていません。 

①デバイスがコマンドプロテクションモードでいずれかの

セキュリティ設定が禁止になっている。 

②デバイスがＩＤ認証モードでデバイスのシリアルプログ

ラミングＩＤとＹＤＤファイルの設定用シリアルプログ

ラミングＩＤが異なる。 

③デバイスがＩＤ認証モードでＹＤＤファイルのシリアル

プログラミング動作モード設定がコマンドプロテクショ

ンモードになっている。 

対策

下記もしくはデバイスファンクション実行領域を全領域に

設定してください。 

①一部領域でのＥ・Ｐ・Ｒはできません。 

②ＹＤＤファイルの設定用シリアルプログラミングＩＤを

デバイスのシリアルプログラミングＩＤと同一にしてく

ださい。 

③ＹＤＤファイルのシリアルプログラミング動作モード設

定をＩＤ認証モードにしてください。 

1129 

NO SET ID ERR 

要因
ＹＤＤファイルに設定用シリアルプログラミングＩＤが設

定されていません。 

対策
ＹＤＤファイルの内容をご確認ください。 

ＹＤＤファイルについては第４章をご参照ください。 

112A 

NO SEC DATA ERR 

要因 ＹＤＤファイルにセキュリティ設定が設定されていません。

対策
ＹＤＤファイルの内容をご確認ください。 

ＹＤＤファイルについては第４章をご参照ください。 

112B 

NO OPT DATA ERR 

要因
ＹＤＤファイルにオプションバイト設定が設定されていま

せん。 

対策
ＹＤＤファイルの内容をご確認ください。 

ＹＤＤファイルについては第４章をご参照ください。 

112C 

FREQ SETTING ERR 

要因 設定した周波数が動作範囲外となっています。 

対策
入力周波数、逓倍比、分周比の設定値をご確認ください。 

設定に関しては２－２－４章をご参照ください。 
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エラーメッセージ エラー要因／対策 

112D 

UART BAUDRATE SETTING ERR 

要因 指定したボーレートはご利用できません。 

対策 ボーレート設定を変更してください。 

112E 

UNSUPPORTED BAUD RATE 

要因
ＵＡＲＴ通信ボーレート１００００００ｂｐｓ以上未対応

のライタで書き込みを行いました。 

対応

ＵＡＲＴ通信ボーレート１００００００ｂｐｓ以上はＮＥ

ＴＩＭＰＲＥＳＳ ｎｅｘｔでのみ使用可能です。 

通信ボーレートを変更してください。 

112F 

UNSUPPORTED BAUD RATE 

要因

ＵＡＲＴ通信ボーレート１００００００ｂｐｓ以上未対応

のＮＥＴＩＭＰＲＥＳＳ ｎｅｘｔで書き込みを行いまし

た。 

ＮＥＴＩＭＰＲＥＳＳ ｎｅｘｔのバージョンが古い可能

性があります。 

対応 弊社サポートセンタまでお問い合わせください。 

113E 

OBJECT FILE NOT DOWNLOAD 

要因
オブジェクトファイル書き込みモードにおいてオブジェク

トファイルがダウンロードされていません。 

対策 オブジェクトファイルをダウンロードしてください。 
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９．代表マイコン以外への適用 

－ パラメータテーブルの変更方法 － 

 

９－１．パラメータ変更（ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳのキーボードを使って） 

 ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳインストラクションマニュアル【 ５－４．パラメータ設定 】に示すファン

クションコマンドで規定されるパラメータ（ファンクションＤ１～ＤＦ）については、ＮＥＴ ＩＭＰ

ＲＥＳＳのキーボード上で変更できます。 

 ターゲットシステムとの通信インタフェイスやご利用になるターゲットシステムの電源電圧などが

この範囲に入ります。 

 

＜ ご注意 ＞ 

 マイコン内に内蔵されるフラッシュメモリブロック構成など、設定事項が多岐にわたる対象マイコ

ン自体の変更は、ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳのキーボードからは行えません。（リモートコントローラ：

ＡＺ４９０をご利用ください。） 

 また、実在マイコンのパラメータリストは、弊社より供給されている場合があります。 

 詳細は弊社、または弊社代理店までお問い合わせください。 

 

９－２．対象マイコンの変更（リモートコントローラを使って） 

 弊社では、ＰＣからＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳをリモート制御するためのリモートコントローラ（ＡＺ

４９０）を用意しております。リモートコントローラは弊社ホームページよりダウンロード可能です。

このリモートコントローラでは、ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳのリモートコントロール機能のほかに、パラ

メータテーブルの設定、確認ができます。 

 リモートコントローラでは、パラメータテーブルを個々に設定する事ができ、変更可能なパラメー

タ設定対象は、以下のパラメータが含まれます。 

 

① Device Type： 対象デバイス名称が設定できます 

 ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳ ＬＣＤ上に表示される名称を変更できます 

② Flash Rom Area： 当該マイコンのフラッシュメモリ領域が設定できます 

③ Rom Block： フラッシュメモリのブロック構成をＲｏｍ Ｇｒｏｕｐ毎にスタート 

 アドレスとサイズを設定する事ができます 

 これにより、同一プロトコル・アルゴリズムをもつ代表マイコン以外の 

 マイコンへの対応が可能となります 

④ MCU Clock： ターゲットマイコン動作クロック周波数の設定ができます 

⑤ 通信インタフェイス：ターゲットシステムとの通信インタフェイスの設定ができます 

⑥ その他： その他のマイコンの固有設定情報を変更する事ができます 
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９－３．リモートコントローラによるパラメータの変更方法 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 パーソナルコンピュータ（ＩＢＭ－ＰＣ）とＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳをＥＴＨＥＲＮＥＴケーブルで

接続します。 

 ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳには、ターゲットマイコン用のコントロールモジュールを実装しておきます。 

 パーソナルコンピュータ（Ｗｉｎｄｏｗｓ環境）上で、リモートコントローラを動作させることで、

ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳに実装されたコントロールモジュールのパラメータテーブルを変更／確認す

ることができます。 

 リモートコントローラ（ＡＺ４９０）では、パラメータの一括ロード／セーブが行えます。 

 一括してセーブすることができますので、同系列の各種デリバディブマイコンへのパラメータテー

ブル変更を容易に行うことができます。 

 また、弊社ホームページよりダウンロードしたマイコンパックをコントロールモジュールにロード

することを容易に行うことができます。 

 

 

 

 

ﾊﾟｰｿﾅﾙｺﾝﾋﾟｭｰﾀ 

NET IMPRESS 

ｺﾝﾄﾛｰﾙﾓｼﾞｭｰﾙ 

ETHERNET
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１０．ＹＩＭフォルダ管理 

１０－１．ＹＩＭフォルダによる段取り替え 

弊社ライタの仕様として、一連の書き込み制御用ファイル等をＣＦカード内のＹＩＭフォルダで管

理します。 

そのため、異系列の書き込み仕様をもつマイコンに対しても、ＣＦカードの交換なしに、リモート

コントローラ（ＡＺ４９０）のＹＩＭフォルダ選択機能を用いて、スピーディな段取り換えを行うこ

とができます。 

ＹＩＭフォルダにはあらかじめ定義体ファイルや各種書き込みに使用するファイルをロードしてお

く必要があります。 

 

 

 

 
 

 



 57

 

１０－２．定義体交換方法 

 定義体ライセンスが付加された、ＣＦカードをＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳに実装された状態にして、リ

モートコントローラ（ＡＺ４９０）の定義体ダウンロード機能（Ｆｉｌｅ Ｔｒａｎｓｆｅｒ画面の、

Ｌｏａｄ Ｄｅｆｉｎｉｔｉｏｎ Ｐｒｏｇｒａｍ）を使用して、ＹＩＭフォルダへの定義体ダウンロ

ードを行います。（ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳ単体では、この機能はご利用できません） 

 定義体ライセンスをご購入時に、弊社より提供されたＣＤの中にある定義体ファイル（ｘｘｘ．Ｃ

Ｍ）をＹＩＭフォルダにダウンロードして頂きます。 
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１１．ご利用上の注意 

 

①本コントロールモジュールは、弊社フラッシュマイコンプログラマ専用のコントロールモジュー 

ルです。弊社、フラッシュマイコンプログラマ以外ではご使用にならないでください。 

 

②本コントロールモジュールは指定されたフラッシュマイコン専用のものです。 

他のマイコンへの書き込みには、書き込みを行うマイコン専用のコントロールモジュールをご利用

ください。マイコンとコントロールモジュールとの対応を誤って使用すると、ターゲットシステム

を破壊する恐れがあります。 

 

③ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳは、ターゲットシステムとのインタフェイスＩＣ（ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳ

内部ＩＣ）電源用に数ｍＡの電流をＴＶｃｃｄ端子より消費いたします。 

 

④デバイスファンクション又は、ファンクション実行中には、コントロールモジュールの脱着は、行

わないでください。 

コントロールモジュールアクセス中に、脱着してしまいますとコントロールモジュールを破壊する

恐れがあります。 

 

⑤フラッシュマイコンプログラマは、コントロールモジュールを実装した状態で動作します。 
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